
学
生
投
稿
論
説

「
男
色
」
と
「
d
ヨ
言
α
q
た
る
素
質
」

『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
の
男
性
同
性
愛
表
象

黒
岩
裕
市

は
じ
め
に

　
森
鴎
外
が
『
ス
バ
ル
』
（
明
治
四
二
年
七
月
）
に
発
表
し
た
『
ヰ
タ
・

セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
は
二
つ
の
時
代
が
交
錯
し
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
一
つ

は
、
主
人
公
の
金
井
湛
が
位
置
し
て
い
る
、
「
自
然
派
の
小
説
」
（
森

一
㊤
詰
”
。
。
①
）
が
盛
ん
に
発
表
さ
れ
た
明
治
四
〇
年
代
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
、
金
井
が
一
人
称
の
語
り
手
と
な
り
、
自
ら
綴
っ
た
「
性
欲
の
歴
史
」

（
森
一
①
刈
卜
。
一
⑩
O
）
に
含
ま
れ
る
時
代
で
、
彼
が
六
歳
で
廃
藩
置
県
が
行
な

わ
れ
た
明
治
四
年
か
ら
、
一
＝
歳
で
ド
イ
ツ
に
留
学
す
る
ま
で
の
期
間
に

相
当
す
る
。

　
そ
の
「
性
欲
の
歴
史
」
の
中
で
、
「
僕
」
、
す
な
わ
ち
金
井
が
か
つ
て
所

属
し
て
い
た
、
明
治
一
〇
年
代
の
男
子
学
生
集
団
の
「
男
色
」
が
語
ら
れ

る
。
近
代
日
本
の
男
性
同
性
愛
の
歴
史
に
取
り
組
ん
だ
、
古
川
誠
「
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
変
容
－
近
代
日
本
の
同
性
愛
を
め
ぐ
る
3
つ
の
コ
ー

ド
」
や
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
フ
ル
ー
グ
フ
ェ
ル
ダ
ー
『
欲
望
の
地
図
作
製
法

－
一
六
〇
〇
年
か
ら
一
九
五
〇
年
ま
で
の
日
本
の
言
説
に
お
け
る
男
同

士
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』
、
前
川
直
哉
「
明
治
期
に
お
け
る
学
生
男
色

イ
メ
ー
ジ
の
変
容
　
　
女
学
生
の
登
場
に
注
目
し
て
」
で
も
、
『
ヰ
タ
・

セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
の
「
男
色
」
表
象
は
明
治
初
期
の
男
性
同
性
愛
を
論
じ

る
際
の
手
が
か
り
に
な
っ
て
い
る
。

鋤孫
た

㎏m
町

と
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そ
れ
と
同
時
に
、
テ
ク
ス
ト
で
回
顧
的
に
語
ら
れ
る
「
男
色
」
に
は
、

金
井
が
存
在
す
る
明
治
四
〇
年
代
の
見
解
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
医
学
、

特
に
精
神
医
学
の
見
解
が
指
摘
で
き
る
。
生
方
智
子
「
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス

ア
リ
ス
』
と
男
色
の
問
題
系
　
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の

結
節
点
に
向
け
て
」
や
ジ
ム
・
ラ
イ
カ
ー
ト
『
男
同
士
－
明
治
文
学
に

お
け
る
男
同
士
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
表
象
』
で
も
、
こ
の
テ
ク
ス
ト

の
男
性
同
性
愛
表
象
の
二
重
性
が
論
点
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
こ
れ
ら
先
行
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ァ
リ
ス
』

に
お
け
る
「
男
色
」
の
表
象
と
医
学
・
精
神
医
学
言
説
の
関
係
性
を
旦
ハ
体

的
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
テ
ク
ス
ト
で
明
治
一
〇
年
代
の

「
男
色
」
が
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
。

　
な
お
、
、
ゴ
。
営
。
ω
Φ
砦
巴
詳
晩
の
訳
語
で
あ
る
く
同
性
愛
V
と
は
、
西
洋

の
精
神
医
学
に
触
発
さ
れ
、
大
正
時
代
に
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
性
欲
学
が
作

り
出
し
た
言
葉
で
あ
り
、
明
治
四
〇
年
代
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
だ
が
本
稿
で
は
、
「
男
色
」
や
後
で
問
題
と
す
る
．
．
¢
讐
ぢ
α
q
．
．

を
含
め
た
、
同
性
間
の
欲
望
や
性
行
為
を
示
す
総
括
的
な
言
葉
と
し
て

〈
同
性
愛
〉
を
用
い
る
。

一
　
「
硬
派
た
る
が
書
生
の
本
色
」

　
こ
の
テ
ク
ス
ト
で
「
男
色
」
が
最
初
に
語
ら
れ
る
の
は
、
「
僕
」
が
一

一
歳
の
時
に
入
学
し
た
「
独
逸
語
を
教
へ
る
私
立
学
校
」
（
森
6
胡
”

一
〇
Φ
）
の
場
面
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

学
校
に
は
寄
宿
舎
が
あ
る
。
授
業
が
済
ん
で
か
ら
、
寄
っ
て
見
た
。
こ

こ
で
始
て
男
色
と
い
ふ
こ
と
を
聞
い
た
。
僕
な
ん
ぞ
と
同
級
で
、
毎
日

馬
に
乗
っ
て
通
っ
て
来
る
蔭
小
路
と
い
ふ
少
年
が
、
彼
等
寄
宿
生
達
の

及
ば
ぬ
恋
の
対
象
物
で
あ
る
。
蔭
小
路
は
余
り
課
業
は
好
く
出
来
な
い
。

薄
赤
い
頬
っ
ぺ
た
が
ふ
つ
く
り
と
膨
ら
ん
で
み
て
、
可
哀
ら
し
い
少
年

で
あ
っ
た
。
そ
の
少
年
と
い
ふ
詞
が
、
男
色
の
受
身
と
い
ふ
意
味
に
用

ゐ
ら
れ
て
る
る
の
も
、
僕
の
為
め
に
は
新
智
識
で
あ
っ
た
。
僕
に
帰
り

掛
に
寄
っ
て
行
け
と
云
っ
た
男
も
、
僕
を
少
年
視
し
て
み
た
の
で
あ
る

（
森
巳
鳶
一
＝
O
山
＝
）
。

　
こ
の
一
節
か
ら
は
当
時
の
男
子
学
生
の
「
男
色
」
が
年
齢
差
を
基
盤
と

し
て
い
た
こ
ど
、
さ
ら
に
そ
れ
に
対
応
し
た
能
動
／
受
動
と
い
う
役
割
分

担
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
「
僕
」
も
「
僕
」
を
「
少
年
視
」
す

る
学
生
に
対
し
て
、
「
嫌
で
あ
っ
た
が
、
年
長
者
に
礼
を
欠
い
で
は
な
ら

な
い
」
と
思
い
、
「
僕
」
を
レ
イ
プ
し
ょ
う
と
す
る
学
生
も
「
長
者
の
言

ふ
こ
と
を
聴
か
な
け
り
や
あ
、
布
団
蒸
に
し
て
懲
し
て
遣
れ
」
と
自
身
が

「
年
長
者
」
で
あ
る
こ
と
を
全
面
に
押
し
出
し
て
い
る
（
森
ご
お
員
一
一
－

0
4
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＝
N
）
。

「
僕
」
は
父
親
に
こ
の
出
来
事
を
告
げ
る
。
だ
が
、
「
び
っ
く
り
な
さ
る

だ
ら
う
」
と
い
う
「
僕
」
の
予
想
に
も
反
し
て
、
「
う
む
。
そ
ん
な
奴
が

を
る
。
こ
れ
か
ら
は
気
を
附
け
ん
と
行
か
ん
」
と
父
親
は
「
平
気
」
な
様

子
を
見
せ
る
。
「
僕
」
は
そ
こ
か
ら
「
男
色
」
と
は
、
学
校
で
「
嘗
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
辛
酸
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す

（
森
6
詞
二
H
一
－
雨
晴
）
。
こ
こ
か
ら
は
、
学
校
と
い
う
空
間
で
は
、
多
く

の
男
子
学
生
が
「
男
色
」
に
関
与
し
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
の
発
表
直
後
に
、
同
書
の
「
男
色
」
表
象
を

批
判
し
た
作
家
の
河
岡
潮
風
も
、
「
学
生
と
し
て
中
学
を
卒
業
す
る
迄
に

は
、
如
何
に
し
て
も
全
く
男
色
を
知
ら
ず
に
過
ぎ
る
訳
に
は
行
か
ぬ
」

（
河
岡
一
¢
O
⑩
　
①
。
。
）
と
当
時
の
学
校
で
「
男
色
」
が
特
殊
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
イ
ヴ
・
コ
ゾ
フ
ス
キ
ー
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
男
子
学
生
の
間
で
同
性
愛
は
特
定
の
個
人
だ
け
に

「
局
所
化
〔
B
ぎ
。
村
三
N
ぎ
駐
」
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
多
く
の
学
生

に
「
一
般
化
〔
億
巳
く
霞
ω
巴
巨
畠
〕
」
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
G
o
Φ
目
撃
ざ
評

一
〇
⑩
0
1
1
一
8
0
二
〇
）
。

　
男
子
学
生
集
団
の
「
男
色
」
に
関
し
て
は
、
「
僕
」
が
一
三
歳
に
な
っ

た
時
に
入
っ
た
東
京
英
語
学
校
の
寄
宿
舎
で
よ
り
詳
細
に
語
ら
れ
る
。
東

京
英
語
学
校
は
「
十
六
七
位
な
の
が
極
若
い
の
で
、
多
く
は
二
十
代
目
と

い
う
年
齢
差
の
あ
る
男
子
学
生
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
「
僕
」
は

最
年
少
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
学
生
は
「
軟
派
」
と
「
硬
派
」
に
分
か

れ
て
い
た
。
前
者
が
女
性
、
後
者
が
少
年
を
嗜
好
す
る
集
団
で
あ
る
（
森

H
O
認
二
．
冨
）
。
そ
の
「
軟
派
」
と
「
硬
派
」
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
る
。

軟
派
は
数
に
於
い
て
は
優
勢
で
あ
っ
た
。
何
故
と
い
ふ
に
、
硬
派
は
九

州
人
を
中
心
と
し
て
み
る
。
そ
の
頃
の
予
備
門
に
は
鹿
児
島
の
人
は
少

い
の
で
、
九
州
人
と
い
ふ
の
は
佐
賀
と
熊
本
と
の
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
山
口
の
人
の
一
部
が
加
は
る
。
そ
の
外
は
中
国
一
円
か
ら
東
北
ま
で
、

悉
く
軟
派
で
あ
る
。
／
そ
の
癖
硬
派
た
る
が
書
生
の
本
色
で
、
軟
派
た

る
は
多
少
影
曰
い
処
が
あ
る
や
う
に
見
え
て
み
た
。
紺
足
袋
小
倉
袴
は

硬
派
の
服
装
で
あ
る
の
に
、
軟
派
も
其
真
似
を
し
て
み
る
。
只
軟
派
は

同
じ
服
装
を
し
て
み
て
も
、
袖
を
ま
く
る
こ
と
が
少
い
。
肩
を
怒
ら
す

る
こ
と
が
少
い
。
ス
テ
ッ
キ
を
持
っ
て
も
ス
テ
ッ
キ
が
細
い
。
休
日
に

外
出
す
る
時
な
ん
ぞ
は
、
そ
っ
と
絹
物
を
着
て
白
足
袋
を
穿
い
た
り
何

か
す
る
（
森
6
刈
卜
。
二
に
）
。

「
硬
派
／
軟
派
」
は
地
理
的
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
東
京
英
語
学
校
に
は

「
鹿
児
島
の
人
」
は
少
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
明
治
期
の

「
男
色
」
は
し
ば
し
ば
、
九
州
、
特
に
薩
摩
か
ら
東
京
に
も
た
ら
さ
れ
る

心
素

焔㎏m
町

と
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も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
た
（
古
川
一
〇
逡
”
ω
b
。
山
型
℃
山
ロ
臓
Φ
5
興
一
⑩
㊤
O
　

b
⊃b
ﾌ
齬
H
卜
⊃
卜
σ
）
Q

　
九
州
出
身
と
い
う
限
定
が
加
わ
る
た
め
、
「
硬
派
」
は
少
数
派
で
あ
る
。

だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
集
団
で
は
「
硬
派
た
る
が
書
生
の
本

色
」
と
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
「
紺
足
袋
小
倉
袴
」
と
い
う
「
硬
派
」
の

服
装
を
「
軟
派
」
も
真
似
し
て
い
る
。
「
硬
派
」
は
異
端
視
さ
れ
る
ど
こ

ろ
か
、
正
統
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
「
軟
派
」
は
「
影
護
い
処
が
あ
る
や
う
に
見
え
て
み

た
」
と
い
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
女
色
」
が
男
子
学
生
を
「
堕
落
」
（
森

6
鵡
”
這
①
）
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。
実
際
に
「
軟
派
」
が

向
か
う
先
は
「
芝
、
浅
草
の
楊
弓
店
、
根
津
、
吉
原
、
品
川
な
ど
の
悪

所
」
（
森
H
⑩
認
一
一
置
）
で
あ
り
、
埴
生
や
安
達
と
い
っ
た
美
少
年
は

「
楊
弓
店
の
女
」
（
森
一
ゆ
刈
卜
⊃
　
一
一
ト
∂
㎝
）
や
「
根
津
の
八
幡
楼
と
い
ふ
内
の
お

職
」
（
森
6
刈
卜
。
二
日
）
を
通
じ
て
「
堕
落
」
す
る
顛
末
を
た
ど
る
こ
と

に
な
る
（
森
一
〇
刈
卜
⊃
昌
卜
。
◎
H
誌
山
月
ω
）
。
「
男
色
」
に
対
し
て
は
「
平
気
」

な
様
子
を
見
せ
て
い
た
金
井
の
父
親
も
、
「
僕
」
が
埴
生
と
小
料
理
屋
に

行
っ
た
こ
と
を
耳
に
す
る
と
、
「
何
か
埴
生
と
一
し
ょ
に
悪
い
事
を
し
は

し
な
い
か
。
し
た
な
ら
、
そ
れ
を
打
明
け
て
言
ふ
が
好
い
」
と
「
僕
」
を

問
い
詰
め
る
（
森
一
り
『
卜
Q
”
一
ト
⊇
切
1
一
N
①
）
。

「
女
色
」
を
「
堕
落
」
の
元
凶
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
男
色
」
を

正
統
化
す
る
見
解
は
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
金
井
の
学
生
時
代
に
重
な
る
明
治
一
八
～
一
九

年
に
発
表
さ
れ
た
坪
内
遣
遥
の
『
当
世
書
生
気
質
』
に
登
場
す
る
桐
山
勉

六
と
い
う
学
生
も
、
「
男
子
を
し
て
文
弱
に
流
れ
し
む
る
原
因
」
と
し
て

「
女
色
」
を
挙
げ
、
「
互
に
智
力
を
交
換
す
る
こ
と
」
、
「
ア
ム
ビ
シ
ヨ
ン

〔
大
志
〕
を
養
成
す
る
と
い
ふ
利
益
」
を
根
拠
に
「
龍
陽
主
義
」
を
唱
え

る
。
桐
山
が
言
う
「
龍
陽
」
と
は
「
男
色
」
の
意
味
で
あ
る
（
坪
内

卜
。

n
O
卜
。
二
誌
山
轟
ω
）
。
さ
ら
に
、
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
と
同
年
に
発

表
さ
れ
た
永
井
荷
風
の
『
祝
盃
』
で
も
、
主
人
公
の
「
私
」
は
「
尋
常
中

学
」
を
振
り
返
り
、
「
海
国
男
児
が
慷
慨
悲
憤
の
意
気
を
養
ふ
に
是
非
必

要
で
あ
る
」
と
い
う
名
目
で
、
当
時
、
「
男
色
」
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て

お
り
、
「
女
色
」
の
ほ
う
は
「
学
生
が
道
徳
上
恐
れ
戦
く
禁
制
」
で
あ
っ

た
と
語
る
。
な
お
、
「
私
」
は
そ
れ
ゆ
え
に
「
い
っ
そ
大
胆
不
敵
に
女
色

を
敢
て
し
や
う
」
と
意
気
込
む
（
永
井
H
O
①
臼
一
㎝
G
。
1
一
㎝
㎝
）
（
－
）
。

『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
に
戻
ろ
う
。
　
一
五
歳
に
な
っ
た
「
僕
」
は
古

賀
鵠
介
と
い
う
学
生
と
同
室
に
な
る
。
古
賀
は
「
類
骨
の
張
っ
た
、
四
角

な
、
蒲
ら
顔
の
大
男
」
で
、
「
安
達
と
い
ふ
美
少
年
に
特
別
な
保
護
を
加

へ
て
る
る
」
。
古
賀
が
「
硬
派
中
の
鋸
当
た
る
も
の
」
で
あ
る
た
め
、

「
僕
」
は
、
「
獅
子
の
窟
に
這
入
る
や
う
な
積
」
で
彼
の
部
屋
へ
移
っ
た
。

実
際
に
古
賀
は
「
去
年
の
秋
頃
か
ら
僕
〔
金
井
〕
に
近
づ
く
や
う
に
努

め
」
て
い
た
。
だ
が
同
室
に
な
っ
て
か
ら
は
、
「
僕
」
を
「
少
年
視
」
す

る
こ
と
は
な
い
。
「
少
年
視
」
さ
れ
な
け
れ
ば
、
「
硬
派
」
の
学
生
に
「
面
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白
い
小
僧
だ
し
と
上
下
関
係
で
と
ら
え
ら
れ
て
も
、
「
僕
」
は
嫌
悪
感
を

抱
か
ず
、
む
し
ろ
「
無
邪
気
な
大
男
」
の
古
賀
に
好
感
を
持
つ
（
森

お
認
一
一
ω
O
山
脚
）
。
そ
し
て
「
僕
」
は
、
古
賀
と
古
賀
の
友
人
で
あ
る
美

青
年
の
児
島
十
二
郎
と
と
も
に
「
三
角
同
盟
」
（
木
林
一
④
買
血
Q
臼
一
ω
Q
o
）
を
結

成
す
る
。
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
の
「
男
色
」
表
象
に
取
り
組
む
う

え
で
、
こ
の
「
三
角
同
盟
」
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
古
賀
は
い
つ
も
は
「
酒
を
飲
ん
で
ぐ
う
ぐ
う
寝
て
し
ま
ふ
」
。
し
か
し
、

「
月
に
一
度
位
荒
日
が
あ
る
」
。
「
荒
玉
」
と
は
、
「
性
欲
の
獣
」
が
「
暴
れ

る
」
日
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
日
に
彼
は
「
下
の
級
の
安
達
と
い
ふ
美
少

年
の
処
な
ぞ
へ
這
入
り
込
む
」
。
「
僕
」
は
「
性
欲
」
を
「
獣
」
に
た
と
え
、

そ
れ
を
抑
え
る
こ
と
を
「
清
潔
」
や
「
神
聖
」
と
見
な
し
て
い
る
の
だ
が
、

古
賀
自
身
も
そ
う
し
た
見
解
に
同
一
化
し
て
い
る
。
彼
は
「
し
を
し
を
と

し
て
、
昨
日
は
獣
に
な
っ
た
と
云
っ
て
悔
」
む
の
だ
。
一
方
、
児
島
の

「
性
欲
の
獣
は
眠
っ
て
み
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
女
性
に
対
す
る
も
の
で
あ

っ
て
も
、
男
性
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
「
性
欲
の
獣
」
を
縛
る
こ

と
、
要
は
禁
欲
す
る
こ
と
が
「
三
角
同
盟
」
の
基
盤
に
な
っ
て
い
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
（
森
H
Φ
鵡
日
一
ω
Q
o
）
。

「
三
角
同
盟
」
で
は
、
「
性
欲
」
が
「
獣
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
語
ら
れ
、

そ
の
抑
制
が
求
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
「
男
色
」
と
「
女
色
」
の
位
置
づ
け

は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
僕
」
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

平
生
性
欲
の
獣
を
放
し
飼
に
し
て
み
る
生
徒
は
、
此
自
ご
日
≦
鼠
の
前

で
は
寸
毫
も
仮
借
せ
ら
れ
な
い
。
中
に
も
、
土
曜
日
の
午
後
に
白
足
袋

を
穿
い
て
外
出
す
る
や
う
な
連
中
は
、
人
間
で
は
な
い
や
う
に
言
は
れ

る
。
僕
の
性
欲
的
生
活
が
繰
延
に
な
っ
た
の
は
、
全
く
此
三
角
同
盟
の

お
蔭
で
あ
る
。
後
に
な
っ
て
考
へ
て
見
れ
ば
、
若
し
此
同
盟
に
古
賀
が

み
な
か
っ
た
ら
、
此
同
盟
は
陰
気
な
、
貧
血
性
な
物
に
な
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
幸
に
二
日
を
持
っ
て
る
る
古
賀
が
加
は
つ
て
み
た
の
で
、

互
に
制
裁
を
加
へ
て
る
る
中
に
も
、
活
気
を
失
は
な
い
で
み
る
こ
と
を

得
た
の
で
あ
ら
う
（
森
一
Φ
刈
b
Q
一
一
ω
G
c
山
G
。
⑩
）
。

「
性
欲
の
獣
を
放
し
飼
に
し
て
み
る
」
学
生
の
中
で
も
、
「
白
足
袋
を
穿

い
て
外
出
す
る
や
う
な
連
中
」
、
す
な
わ
ち
、
「
軟
派
」
が
非
難
の
的
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
三
角
同
盟
」
は
「
硬
派
た
る
が
書
生
の

本
色
」
と
い
う
見
解
を
体
現
し
て
い
る
。
し
か
も
引
用
し
た
一
節
で
、

「
僕
」
が
古
賀
の
「
荒
日
」
を
「
活
気
」
と
結
び
つ
け
、
「
三
角
同
盟
」
を

「
幸
に
」
も
「
貧
血
性
」
か
ら
守
っ
た
と
肯
定
的
に
解
釈
し
て
い
る
点
に

も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
生
方
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
一
節
が

『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
で
「
性
欲
」
が
否
定
さ
れ
な
い
唯
一
の
箇
所

な
の
だ
が
、
そ
れ
は
古
賀
の
「
男
色
」
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
生
方

H
⑩
ゆ
○
。
　
お
）
。

ヨ
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二
　
「
異
常
な
性
癖
を
持
っ
て
生
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」

　
以
上
の
よ
う
に
、
金
井
湛
は
一
人
称
の
語
り
手
に
な
り
、
明
治
一
〇
年

前
後
の
男
子
学
生
の
「
男
色
」
を
回
顧
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も

彼
が
分
析
の
軸
と
す
る
「
性
欲
」
と
は
明
治
四
〇
年
代
の
概
念
で
あ
る
。

斎
藤
光
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
医
学
領
域
で
は
、
「
性
欲
」
は

食
欲
も
含
め
た
「
本
能
的
衝
動
」
を
指
す
語
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
今
日
用
い
ら
れ
る
．
．
ω
Φ
首
巴
伍
Φ
ω
貯
Φ
。
の
意
味
に
は
限
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ご
く
早
い
時
期
に
、
こ
の
意
味
で
「
性
欲
」
を

用
い
た
人
物
が
他
な
ら
ぬ
森
鴫
外
で
あ
っ
た
（
斎
藤
一
Φ
O
①
愚
ω
一
）
。

　
鴎
外
は
明
治
二
九
年
、
文
芸
評
論
『
月
草
』
の
「
叙
」
で
、
ゴ
ン
ク
ー

ル
兄
弟
や
フ
ロ
ベ
ー
ル
の
「
自
然
主
義
と
い
ふ
名
の
附
い
た
一
種
特
異
な

産
物
」
を
論
じ
る
際
、
彼
ら
が
「
性
欲
す
な
は
ち
劣
等
な
色
気
を
行
為
の

唯
一
の
原
働
力
に
し
た
や
う
な
人
物
を
写
す
」
こ
と
を
、
「
い
は
ゆ
る
病

理
を
詩
の
種
子
に
使
ふ
」
と
批
判
し
た
（
木
林
一
〇
刈
ω
　
　
鱒
O
継
）
。
こ
の
一
節

で
「
性
欲
」
が
一
時
的
な
「
行
為
」
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
引
き
起
こ
す

「
原
働
力
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
「
性
欲
」
は
個
人
の

内
部
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
後
鴎
外
は
、

衛
生
学
の
教
科
書
『
衛
生
新
篇
』
に
も
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
医
事
評

論
「
性
欲
雑
説
」
（
明
治
三
五
－
三
六
年
）
な
ど
で
、
．
、
ω
①
首
巴
α
①
ω
マ
①
．
．

と
い
う
意
味
で
「
性
欲
」
を
用
い
、
こ
の
言
葉
を
医
学
や
衛
生
学
の
領
域

に
浸
透
さ
せ
た
。

『
月
草
』
「
叙
」
に
お
け
る
批
判
が
示
す
よ
う
に
、
明
治
二
九
年
の
時
点

で
、
鴎
外
は
西
洋
の
自
然
主
義
文
学
に
皮
肉
を
込
め
た
眼
差
し
を
向
け
て

い
た
。
だ
が
、
日
本
で
は
明
治
四
〇
年
代
に
自
然
主
義
が
ブ
ー
ム
に
な
っ

た
。
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
の
金
井
は
そ
う
し
た
時
代
に
位
置
し
て

お
り
、
テ
ク
ス
ト
の
冒
頭
で
匿
名
の
語
り
手
が
金
井
を
語
る
部
分
に
は
、

次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

金
井
君
は
自
然
派
の
小
説
を
読
む
度
に
、
そ
の
作
中
の
人
物
が
、
行
住

坐
臥
造
次
顛
柿
、
何
に
就
け
て
も
性
欲
的
写
象
を
伴
ふ
の
を
見
て
、
そ

し
て
批
評
が
、
そ
れ
を
入
生
を
写
し
得
た
も
の
と
し
て
認
め
て
み
る
の

を
見
て
、
人
生
は
果
し
て
そ
ん
な
も
の
で
あ
ら
う
か
と
思
ふ
と
同
時
に
、

或
は
自
分
が
人
間
一
般
の
心
理
的
状
態
を
外
れ
て
性
欲
に
冷
澹
で
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
特
に
賦
笹
α
討
ω
と
で
も
名
づ
く
べ
き
異
常
な
性
癖

を
持
っ
て
生
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
っ
た
（
木
林
一
Φ
刈
卜
⊃
”
O
Q
①
）
。

　
こ
こ
で
金
井
は
「
自
然
派
の
小
説
」
に
よ
る
「
性
欲
的
写
象
」
の
氾
濫

の
中
で
、
自
分
自
身
が
「
冷
評
」
、
あ
る
い
は
．
、
ヨ
σ
q
壷
鐙
ω
．
、
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
念
に
苛
ま
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
「
鼠
讐
臼
＄
ω
と
で
も

名
づ
く
べ
き
異
常
な
性
癖
を
持
っ
て
生
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い

う
一
節
か
ら
は
、
金
井
が
賦
注
ゆ
q
§
鐙
ω
、
、
な
る
「
異
常
な
性
癖
」
を
生
得
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的
な
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
こ
う
し
た
不
安
に
「
何
か
書
い
て
見
よ
う
と
い
ふ
、
嘗
て
の
希
望
」
が

合
流
し
、
さ
ら
に
、
そ
こ
に
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
長
男
へ
の
「
性
欲
的

教
育
の
問
題
」
が
加
わ
っ
て
、
金
井
は
「
性
欲
と
い
ふ
も
の
が
人
の
生
涯

に
ど
ん
な
順
序
で
発
現
し
て
来
て
、
人
の
生
涯
に
ど
れ
丈
関
係
し
て
み
る

か
と
い
ふ
こ
と
」
、
す
な
わ
ち
、
自
己
の
「
性
欲
の
歴
史
」
の
執
筆
を
決

意
し
（
森
H
⑩
刈
N
　
c
o
O
I
①
O
）
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

実
は
お
れ
も
ま
だ
自
分
の
性
欲
が
、
ど
う
萌
芽
し
て
ど
う
発
展
し
た
か
、

つ
く
づ
く
考
へ
て
見
た
こ
と
が
な
い
。
一
つ
考
へ
て
書
い
て
見
よ
う
か

知
ら
ん
。
白
い
上
に
黒
く
、
は
っ
き
り
書
い
て
見
た
ら
、
自
分
が
自
分

で
わ
か
る
だ
ら
う
。
さ
う
し
た
ら
或
は
自
分
の
性
欲
的
生
活
が
冨
。
目
－

営
巴
だ
か
き
。
目
巴
。
ロ
ω
だ
か
分
か
る
か
も
知
れ
な
い
（
森
ビ
認
6
0
）
。

　
金
井
は
「
性
欲
」
を
．
．
昌
。
同
B
巴
＼
磐
o
B
巴
○
房
。
と
二
分
し
、
そ
れ
に

つ
い
て
語
る
こ
と
が
「
自
分
が
自
分
で
わ
か
る
」
こ
と
に
な
る
と
と
ら
え

て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
性
欲
」
が
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
成
す

る
主
要
な
要
素
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
そ
の
過
程
で
参
照
さ
れ
る
の
が
、
．
．
い
。
日
σ
「
o
ω
o
。
や
コ
≦
O
び
ご
ω
一
派
」

と
い
っ
た
精
神
医
学
者
の
見
解
で
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
、
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
研
究
に
お
け
る
代
表
的
な
精
神
医
学
者
ク
ラ
フ
ト
ー
ー
エ
ビ
ン
グ

の
名
前
は
登
場
し
な
い
が
、
彼
の
主
著
謬
き
愚
ミ
ミ
織
の
鴨
§
ミ
蹄
（
一
八

八
六
年
）
の
主
題
で
あ
る
．
、
ω
鋤
臼
ω
け
．
．
や
．
、
ζ
四
ω
o
o
巨
ω
代
．
に
つ
い
て
は
言
及

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
「
性
欲
の
変
態
」
と
括
ら
れ
る
（
森
6
刈
讐

。
。H
。
。
O
）
。
長
男
へ
の
「
性
欲
的
教
育
」
に
し
て
も
、
金
井
を
鼓
舞
し
た
ド

イ
ツ
か
ら
送
ら
れ
た
報
告
書
に
は
「
教
育
家
」
や
「
宗
教
家
」
だ
け
で
は

な
く
、
「
医
学
者
」
の
意
見
も
含
ま
れ
て
い
た
（
森
一
¢
刈
b
。
u
Φ
O
）
。
要
す

る
に
、
「
哲
学
が
職
業
で
あ
る
」
（
森
H
O
刈
卜
⊃
一
〇
〇
〇
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

金
井
が
「
性
欲
」
を
理
解
す
る
方
法
は
「
医
学
者
」
、
と
り
わ
け
、
精
神

医
学
者
の
そ
れ
に
近
い
の
で
あ
る
。

　
金
井
が
論
じ
よ
う
と
す
る
「
性
欲
の
変
態
」
と
は
「
冷
澹
」
で
あ
る
か

ど
う
か
、
換
言
す
れ
ば
、
「
性
欲
」
の
量
に
よ
る
「
変
態
」
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
・
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
、
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
、
ホ
モ
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
ィ
の
よ
う
な
「
性
欲
」
の
対
象
に
よ
る
「
変
態
」
と
は
性
質
を

異
に
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
「
自
然
派
の
小
説
」
の
「
性
欲
的
写
象
」

は
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
ヘ
テ

ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
対
し
て
「
冷
澹
」
と
い
う
こ
と
は
、
精
神
医
学

で
は
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
近
い
と
解
釈
さ
れ
た
。

　
実
際
に
、
ク
ラ
フ
ト
ー
ー
エ
ビ
ン
グ
は
「
色
情
冷
淡
」
と
「
同
性
色
情
」

を
関
連
づ
け
て
論
じ
て
い
る
（
囚
H
曽
律
－
閏
V
σ
一
口
㎞
四
　
H
O
Q
O
o
①
閥
一
㊤
一
G
Q
一
N
Q
c
心
）
。
し

た
が
っ
て
、
暗
示
的
な
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
金
井
が
精

神
医
学
の
見
解
に
立
脚
し
て
い
る
以
上
、
彼
の
「
性
欲
の
歴
史
」
が
綴
ら

闘螺
た
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れ
る
出
発
点
に
は
、
．
、
陣
蔭
9
β
ω
，
．
と
近
接
す
る
「
日
。
ヨ
。
ω
Φ
×
ロ
p
洋
簿
〕

と
で
も
名
づ
く
べ
き
異
常
な
性
癖
を
持
っ
て
生
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
」
と
い
う
不
安
が
隠
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
　
「
僕
に
は
q
巨
言
ぴ
q
た
る
素
質
は
な
い
」

　
明
治
四
〇
年
代
に
位
置
す
る
金
井
は
、
「
性
欲
」
を
、
、
昌
自
B
巴
＼
磐
。
日
－

巴
。
話
、
－
と
二
分
し
、
生
得
的
な
も
の
と
考
え
る
精
神
医
学
の
見
解
に
立
脚

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
の
「
男
色
」
表
象

に
は
混
乱
が
生
じ
て
し
ま
う
。
以
下
、
本
稿
で
は
そ
う
し
た
混
乱
に
注
目

し
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
読
み
な
お
す
。

　
ま
ず
問
題
と
な
る
の
が
、
「
僕
」
が
一
一
歳
の
時
に
入
学
し
た
「
私
立

学
校
」
で
、
「
男
色
と
い
ふ
こ
と
」
を
知
る
場
面
で
あ
る
。
先
ほ
ど
も
引

用
し
た
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
少
年
と
い
ふ
詞
が
、
男
色
の
受
身
と
い
ふ
意
味
に
用
ゐ
ら
れ
て
る

る
の
も
、
僕
の
為
め
に
は
新
智
識
で
あ
っ
た
。
僕
に
帰
り
掛
に
寄
っ
て

行
け
と
云
っ
た
男
も
、
僕
を
少
年
零
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
〔
…
…
〕

そ
の
う
ち
に
手
を
握
る
。
頬
摩
を
す
る
。
う
る
さ
く
て
た
ま
ら
な
い
。

僕
に
は
¢
居
巳
口
Φ
q
た
る
素
質
は
な
い
（
森
お
刈
卜
。
二
一
一
）
。

　
引
用
し
た
箇
所
の
前
半
で
は
年
齢
差
に
基
づ
い
た
「
年
長
者
／
少
年
」

と
い
う
区
分
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
最
後
に
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く

別
の
「
d
≡
ぎ
ひ
q
た
る
素
質
」
が
持
ち
出
さ
れ
、
そ
の
有
無
を
根
拠
に

「
僕
」
自
身
の
同
性
愛
の
欲
望
が
否
定
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
．
．
q
同
巳
5
0
q
．
．
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
概
説
し
よ
う
〔
2
）
。
、
、
q
毎
ぎ
⑳
Q
、
、

と
は
、
一
八
六
四
年
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
王
国
の
陪
席
判
事
で
あ
っ
た
カ

ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ウ
ル
リ
ヒ
ス
が
著
書
『
ウ
ィ
ン
デ
ク
ス
』
で
考
案

し
た
新
語
で
、
男
性
同
性
愛
を
、
、
胃
冒
四
日
巳
δ
ぴ
昌
ω
＜
三
に
o
o
壱
。
話

5
0
冨
ω
p
、
－
、
す
な
わ
ち
、
「
男
の
身
体
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
女
の
霊
魂
」
に

よ
っ
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
人
間
の
胎
児
は
子
宮
内
で
は

男
性
器
・
女
性
器
双
方
を
有
し
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
ど
ち
ら
か
一
方
を

失
う
と
い
う
同
時
代
の
生
物
学
の
知
見
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
、
．
¢
村
巳
ロ
ひ
q
．
．

を
生
得
的
な
も
の
と
と
ら
え
た
。
ウ
ル
リ
ヒ
ス
が
法
律
家
で
あ
っ
た
こ
と

が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
、
、
¢
旨
ヨ
ゆ
q
．
．
は
も
と
も
と
医
学
と
は
一
線
を
画
し

た
概
念
で
あ
り
、
彼
自
身
も
そ
れ
を
病
理
と
い
う
よ
り
は
突
然
変
異
的
な

も
の
と
解
釈
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
精
神
医
学

者
の
ク
ラ
フ
ト
目
エ
ビ
ン
グ
ら
が
．
d
同
巳
コ
㎝
q
、
．
を
．
．
出
。
目
O
ω
①
区
爵
豊
島
．
．

等
々
と
互
換
的
に
使
用
し
、
こ
の
語
は
病
理
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
月
旦
6
⑩
㎝
二
刈
①
山
○
。
ω
一
〇
お
①
p
σ
①
「
α
q
6
㊤
○
。
眞
O
G
。
）
。

　
そ
れ
で
は
、
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
の
、
d
「
巳
ロ
㎝
q
－
．
を
ど
の
よ
う
に

読
む
べ
き
か
。
な
る
ほ
ど
、
男
子
学
生
集
団
で
「
少
年
」
は
「
年
長
者
」

1
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で
あ
る
男
性
と
は
異
な
る
存
在
、
「
男
色
の
受
身
」
と
見
な
ざ
れ
て
お
り
、

そ
の
点
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
倒
錯
に
基
づ
く
、
．
q
∋
5
ゆ
q
、
．
と
の
共
通
性
も
見

出
せ
る
。
だ
が
、
「
少
年
」
は
成
長
し
て
男
性
に
な
る
。
一
方
、

．
、
q
盃
貯
伽
q
．
、
は
「
素
質
」
に
よ
っ
て
固
定
的
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

特
殊
な
「
種
」
（
岡
O
口
0
9
D
口
｝
け
　
一
Φ
刈
①
”
0
⑩
）
を
形
成
す
る
。
そ
れ
は
「
匿
鷺

旺
鐙
ω
と
で
も
名
づ
く
べ
き
異
常
な
性
癖
を
持
っ
て
生
れ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
」
と
不
安
に
な
る
、
明
治
四
〇
年
代
の
「
僕
」
の
眼
差
し
と
共
通

し
た
も
の
で
あ
り
、
「
男
色
」
を
「
嘗
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
辛
酸
の
一

つ
で
あ
っ
た
」
と
結
論
づ
け
る
、
明
治
一
〇
年
代
の
「
僕
」
の
眼
差
し
と

は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
の
言
葉
を
再
び
借
り
れ
ば
、

同
性
愛
を
「
一
般
化
」
す
る
眼
差
し
に
、
そ
れ
を
「
局
所
化
」
す
る
眼
差

し
が
ク
ロ
ス
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
二
重
性
が
テ
ク
ス
ト
を
混
乱

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
＝
二
歳
の
時
に
入
学
し
た
東
京
英
語
学
校
で
も
「
僕
」
は
最
年
少
で
あ

り
、
年
長
の
学
生
か
ら
「
少
年
視
」
さ
れ
る
。
そ
こ
で
埴
生
と
い
う
学
生

を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
「
僕
」
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

僕
は
硬
派
の
犠
牲
で
あ
っ
た
。
何
故
と
い
ふ
の
に
、
そ
の
頃
の
寄
宿
舎

の
中
で
は
、
僕
と
埴
生
庄
之
助
と
い
ふ
生
徒
と
が
一
番
年
が
若
か
っ
た
。

埴
生
は
江
戸
の
目
医
者
の
子
で
あ
る
。
色
が
白
い
。
目
が
ば
っ
ち
り
し

て
み
て
、
唇
は
朱
を
点
じ
た
や
う
で
あ
る
。
体
は
し
な
や
か
で
あ
る
。

僕
は
色
が
黒
く
て
、
体
が
武
骨
で
、
そ
の
上
田
舎
育
で
あ
る
。
そ
れ
で

あ
る
の
に
、
意
外
に
も
硬
派
は
埴
生
を
附
け
廻
さ
ず
に
、
僕
を
附
け
廻

す
。
僕
の
想
像
で
は
、
埴
生
は
生
れ
な
が
ら
の
軟
派
で
あ
る
の
で
免
れ

る
の
だ
と
思
っ
て
み
た
の
で
あ
る
（
森
芦
Φ
『
b
Q
　
一
届
）
。

「
一
番
年
が
若
か
っ
た
」
た
め
、
「
硬
派
の
犠
牲
」
と
な
っ
た
と
い
う
前

半
は
、
ま
さ
し
く
年
齢
差
に
基
づ
く
「
年
長
者
／
少
年
」
の
区
分
に
合
致

し
て
い
る
。
だ
が
続
く
一
節
で
は
、
「
硬
派
」
が
埴
生
を
「
附
け
廻
さ
」

な
い
の
は
、
彼
が
「
生
れ
な
が
ら
の
軟
派
」
で
あ
る
た
め
だ
と
解
釈
さ
れ

る
。
し
か
し
、
当
時
の
男
子
学
生
の
間
で
は
「
堕
落
」
へ
と
繋
が
る
「
女

色
」
が
忌
避
さ
れ
た
た
め
に
、
「
男
色
」
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
が

あ
る
意
味
で
は
正
統
化
さ
れ
て
い
た
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
。
少
な
く
と

も
「
硬
派
／
軟
派
」
の
区
分
は
先
天
性
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
も
、

「
素
質
」
を
重
視
す
る
精
神
医
学
の
眼
差
し
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

　
そ
の
一
方
で
、
仮
に
精
神
医
学
の
眼
差
し
に
従
い
、
「
¢
目
5
ひ
身
た
る
素

質
」
の
有
無
に
よ
っ
て
「
生
れ
な
が
ら
」
に
「
硬
派
」
か
「
軟
派
」
か
が

決
定
さ
れ
る
と
解
釈
し
、
「
硬
派
」
に
狙
わ
れ
な
い
埴
生
を
「
生
れ
な
が

ら
の
軟
派
で
あ
る
」
と
見
な
す
と
す
れ
ば
、
「
硬
派
」
に
追
い
回
さ
れ
る

「
僕
」
に
は
「
硬
派
」
た
る
べ
き
「
素
質
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。
今
度
は
、
「
僕
に
は
d
讐
ヨ
α
q
た
る
素
質
は
な
い
」
と
い
う

蜘
素

焔
．
㎎

m
町

と

包囑
1
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先
ほ
ど
の
断
言
と
齪
酷
を
き
た
す
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
「
三
角
同
盟
」
に
触
れ
た
一
節
で
は
、
古
賀
が
安
達
を
「
女

色
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
堕
落
」
か
ら
救
お
う
と
す
る
場
面
が
描

か
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
古
賀
に
関
し
て
「
僕
」
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

古
賀
の
単
純
極
ま
る
性
質
は
愛
す
沸
き
で
あ
る
。
併
し
彼
が
安
達
の
為

め
に
煩
悶
す
る
源
を
考
へ
て
見
れ
ば
、
少
し
も
同
情
に
値
し
な
い
。
安

達
は
寧
ろ
不
自
然
の
回
抱
を
脱
し
て
自
然
の
懐
に
走
っ
た
の
で
あ
る

（
木 ﾑ
一
〇
刈
卜
σ
一
一
心
N
）
。

「
僕
」
は
た
と
え
そ
れ
が
「
堕
落
」
で
あ
っ
て
も
「
女
色
」
を
「
自
然
の

懐
」
と
と
ら
え
、
安
達
と
古
賀
と
の
「
男
色
」
を
「
不
自
然
の
回
抱
」
と

位
置
づ
け
る
。
「
男
色
」
が
「
自
然
／
不
自
然
」
の
二
元
論
の
も
と
、
「
不

自
然
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
硬
派
た
る
が
書

生
の
本
色
」
と
い
う
明
治
一
〇
年
前
後
の
学
生
集
団
の
論
理
と
は
一
致
し

な
い
。
ラ
イ
カ
ー
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
男
色
」
を
「
不
自
然
」
と

見
る
眼
差
し
は
、
精
神
医
学
に
お
け
る
．
ゴ
霞
ヨ
q
・
く
磐
。
ヨ
巴
。
ロ
ω
．
．
の
二
分

法
に
他
な
ら
な
い
（
幻
①
一
〇
7
①
『
け
N
O
O
①
　
一
ト
⊃
b
O
ω
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
「
自
然
／
不
自
然
」
の
境
界
線
も
奇
妙
に
歪
む

こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
「
硬
派
中
の
軽
々
た
る
も
の
」
で
あ
っ
た
古

賀
の
結
婚
に
目
を
向
け
た
い
。
古
賀
が
結
婚
す
る
直
前
、
彼
と
「
僕
」
と

の
間
に
は
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
行
な
わ
れ
る
。

古
賀
は
某
省
の
参
事
官
に
な
っ
て
、
女
房
を
持
っ
て
、
女
房
の
里
に
同

居
し
て
、
そ
こ
か
ら
役
所
へ
通
っ
て
み
る
。
児
島
は
そ
れ
よ
り
前
に
、

大
阪
の
或
会
社
の
事
務
員
に
な
っ
て
、
東
京
を
立
つ
た
。
そ
れ
を
送
り

に
新
橋
へ
行
っ
た
と
き
、
古
賀
が
僕
に
囁
語
い
だ
。
「
僕
の
か
か
あ
に

な
っ
て
く
れ
る
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
よ
。
妙
で
は
な
い
か
。
」
こ
れ
は

謙
遜
し
た
の
で
は
な
い
。
児
島
に
比
べ
て
は
、
余
程
世
情
に
通
じ
て
み

る
古
賀
も
、
流
石
三
角
同
盟
の
一
隅
丈
あ
っ
て
、
無
邪
気
な
も
の
で
あ

る
。
僕
は
妙
と
も
何
と
も
思
は
な
か
っ
た
（
木
林
一
ゆ
刈
N
　
一
一
〇
㎝
）
。

　
古
賀
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
彼
に
と
っ
て
女
性
は
「
か
か
あ
」
、
つ
ま
り
、

家
父
長
制
を
維
持
す
る
た
め
の
妻
で
あ
り
、
母
で
あ
る
。
「
僕
」
．
が
求
め

な
が
ら
も
実
現
で
き
な
い
「
青
年
男
女
の
昌
蝕
く
①
妨
な
恋
愛
」
（
森

一
〇
お
二
出
）
な
ど
は
眼
中
に
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
自
身
の
結
婚
に
つ

い
て
は
「
妙
で
は
な
い
か
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
彼
が
表
明
し
て
い
る
違
和
感
は
、
「
硬
派
」
で
あ

っ
た
か
ら
と
い
う
よ
り
、
女
性
を
完
全
に
排
除
し
た
「
三
角
同
盟
」
の
一

員
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
硬
派
」
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
「
硬
派
」
か
ら
「
軟
派
」
へ
と
「
軟
化
」
（
森
一
Φ
詰
”
一
ω
O
）

し
た
学
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
示
す
よ
う
に
、
学
校
を
出
て
か
ら
結
婚
す
る

1
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こ
と
は
、
当
時
の
学
生
に
と
っ
て
は
決
し
て
「
妙
」
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
語
り
手
の
「
僕
」
は
、
「
男
色
」
表
象
の
出
発
点

に
お
い
て
同
性
愛
を
特
殊
な
「
d
「
臣
⇔
∞
q
た
る
素
質
」
に
よ
っ
て
規
定
し

て
い
た
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
彼
は
古
賀
の
結
婚
を
「
妙
」
な
も
の
と
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
僕
」
は
「
妙
と
も
何
と
も
思

は
な
か
っ
た
」
と
記
す
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
女
性
を
「
か
か
あ
」
と
し
て
し
か
見
な
い
古
賀
の
見
解
は
、
相

手
の
女
性
の
意
思
を
無
視
し
て
、
「
僕
」
に
見
合
い
を
勧
め
る
「
僕
」
の

母
親
の
結
婚
観
、
す
な
わ
ち
、
〈
号
令
結
婚
V
や
く
脅
迫
結
婚
V
を
擁
護

す
る
見
方
に
も
近
い
も
の
で
あ
る
（
佐
伯
一
⑩
⑩
○
。
一
巳
㎝
）
。
家
父
長
制
を

円
滑
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
「
青
年
男
女
の
口
蝕
く
Φ
ぼ
な
恋
愛
」
を
い

た
ず
ら
に
追
求
す
る
「
僕
」
よ
り
も
、
「
硬
派
中
の
鋳
著
た
る
も
の
」
で

あ
っ
た
古
賀
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
ま
で
も
こ
の
テ
ク
ス
ト

で
は
暗
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
先
ほ
ど
触
れ
た
「
自
然
／
不
自
然
」
の
二
項
対
立
に
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
古
賀
が
「
特
別
な
保
護
を
加
へ
て
る
」
た
美
少
年
の
安
達
は
、

「
自
然
の
懐
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
女
色
」
を
通
し
て
「
堕
落
」
し
、
「
退

学
さ
せ
ら
れ
」
、
浅
草
区
の
「
子
守
女
や
後
家
な
ぞ
に
騒
が
れ
る
美
男
の

巡
査
」
を
経
て
、
「
女
の
軽
技
師
」
の
「
情
夫
」
に
な
る
と
い
う
「
末
路
」

を
た
ど
る
（
森
毎
謬
二
幽
山
ら
ω
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
不
自
然
の
回

抱
」
の
主
体
で
あ
っ
た
は
ず
の
古
賀
は
「
堕
落
」
す
る
気
配
も
な
く
、
卒

業
後
は
「
某
省
の
参
事
官
」
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
キ
ー
ス
・
ヴ
ィ

ン
セ
ン
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
語
り
手
の
「
僕
」
は
「
男
色
」
を
語
る

際
に
精
神
医
学
の
見
地
に
立
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
不
自
然
」

な
行
為
を
行
な
う
「
硬
派
」
が
「
孝
心
を
実
践
す
る
と
か
勤
勉
に
学
ん
で

国
家
に
奉
仕
す
る
と
か
い
っ
た
伝
統
的
な
価
値
を
他
の
誰
に
も
ま
し
て
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
」
（
＜
同
P
O
Φ
旨
け
　
一
¢
⑩
G
o
　
一
一
N
Φ
）
を
認
め
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
さ
て
、
金
井
湛
は
、
「
五
月
雨
」
の
夜
に
、
こ
れ
ま
で
綴
っ
て
き
た

「
性
欲
の
歴
史
」
を
「
静
に
巻
の
首
か
ら
読
み
返
し
て
見
た
」
。
そ
し
て
、

い
っ
た
ん
、
「
ど
う
も
自
分
は
人
並
は
つ
れ
の
冷
澹
な
男
で
あ
る
ら
し
い
」

と
結
論
を
出
す
（
森
一
Φ
刈
卜
⊃
　
一
一
『
α
1
一
刈
O
Q
）
。

　
だ
が
す
ぐ
に
彼
は
「
考
へ
直
」
す
。
金
井
は
自
分
が
「
鼠
子
」
な
の
で

は
な
く
、
「
三
角
同
盟
」
の
中
で
「
性
欲
の
虎
を
馴
ら
し
て
抑
へ
」
た
た

め
、
「
性
欲
」
を
制
御
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
肯
定
的
に
述
べ
る
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「
旨
笹
臼
け
p
ω
と
で
も
名
づ
く
べ
き
異
常
な
性
癖
を

持
っ
て
生
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
不
安
は
否
定
さ
れ
、
そ
の

背
後
に
あ
っ
た
「
田
。
ヨ
。
ω
Φ
×
望
洋
簿
〕
と
で
も
名
づ
く
べ
き
異
常
な
性

癖
を
持
っ
て
生
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
疑
念
も
解
消
さ
れ
る

ヨ
質

素る
た

㎏m
町

と

二尊
1
3

3



（
木
林
一
ゆ
刈
N
　
一
『
O
Q
）
。
そ
し
て
金
井
は
「
性
欲
の
歴
史
」
を
綴
っ
た
書
物
に
、

明
ら
か
に
ク
ラ
フ
ト
ー
ー
エ
ビ
ン
グ
の
謬
ミ
愚
ミ
ミ
Q
⑦
簑
ミ
ミ
蹄
を
想
起

さ
せ
る
、
．
〈
H
日
》
G
o
国
×
¢
〉
口
ω
、
．
と
い
う
ラ
テ
ン
語
の
タ
イ
ト
ル
を
付
け
、

「
文
庫
の
中
へ
ば
た
り
と
投
げ
込
」
（
森
一
ゆ
認
昌
相
ゆ
）
む
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
金
井
の
〈
正
常
性
〉
を
立
証
す
る
た
め
の
「
三
角
同
盟
」
が
、

古
賀
の
「
男
色
」
か
ら
「
活
気
」
を
得
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
テ
ク
ス
ト
で
は
、
金
井
が
〈
正
常
〉
に
な
る
た
め
に
は
、
精
神
医
学

に
お
い
て
は
く
異
常
〉
な
も
の
で
あ
る
同
性
愛
を
原
動
力
と
し
た
絆
を
通

過
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
い
う
奇
妙
な
ね
じ
れ
が
発
生
し
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

　
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
唆
す
る
と
お
り
、
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
で

は
、
一
見
、
精
神
医
学
の
見
解
に
従
っ
て
「
男
色
」
が
医
学
的
に
解
釈
し

な
お
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
実
際
に
は
こ
れ
ま
で
本
稿
で

論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
精
神
医
学
の
知
見
に
基
づ
い
た
「
ご
重
言
ゆ
q
た
る

素
質
」
の
ほ
う
が
無
効
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
と
は
、
「
C
民
葺
⑰
q
た
る
素
質
」
が
「
男
色
」

表
象
に
生
じ
さ
せ
る
混
乱
を
通
じ
て
、
医
学
・
精
神
医
学
言
説
へ
の
懐
疑

を
喚
起
す
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
へ
3
）
。

1
4

3号
山主会

社語
言

註
（
1
）

前
川
論
文
で
は
、
二
年
世
紀
に
な
り
、
女
学
生
の
数
が
増
え
た
こ
と
が
男

子
学
生
同
士
の
親
密
な
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
で
回
顧
的
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、

男
子
学
生
を
「
堕
落
」
さ
せ
る
芸
妓
や
遊
郭
の
女
性
で
は
な
く
、
結
婚
や

家
庭
の
形
成
へ
と
繋
が
る
女
学
生
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
男
色
」

も
「
女
色
」
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
は
な
く
、
や
が
て
そ
こ
へ
至
る
べ
き

「
男
女
間
の
恋
」
の
「
代
替
物
」
と
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
（
前
川
卜
。
O
O
刈
二
G
。
山
①
）
。
語
り
手
の
金
井
湛
が
位
置
し
て
い
る
明

（
2
）

治
四
〇
年
代
は
、
こ
う
し
た
学
生
の
「
男
色
」
の
変
容
を
す
で
に
経
た
時

代
で
あ
る
。

現
在
、
．
．
¢
同
巴
5
ゆ
q
、
．
と
い
う
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
が
、
精
神

医
学
や
性
欲
学
が
花
開
い
た
一
八
八
○
年
代
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か

け
て
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
用
語
で
あ
っ
た
。
鴎
外
も
早
い
時
期
か
ら

．
、
q
ヨ
ぼ
ゆ
q
．
、
を
用
い
て
い
る
。
一
八
八
九
年
に
発
表
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ

「
外
情
の
事
を
録
す
」
で
は
、
「
男
の
男
と
交
は
る
も
の
」
を
「
外
情
」
と

定
義
し
、
そ
こ
に
．
、
q
「
留
口
讐
ロ
日
．
．
と
い
う
ド
イ
ツ
語
を
加
え
て
い
る
。



　
　
さ
ら
に
、
「
か
げ
ま
」
、
す
な
わ
ち
、
男
娼
を
，
C
「
匿
映
と
言
い
換
え
て

　
　
い
る
〔
森
6
置
二
韻
）
。

（
3
）
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
で
は
「
¢
匿
冒
σ
q
た
る
素
質
」
が
無
効
化
さ
れ

　
　
る
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
鴎
外
が
明
治
四
三
年
か
ら
四
四
年
に
か

　
　
け
て
『
ス
バ
ル
』
に
連
載
し
た
小
説
『
青
年
』
で
は
、
さ
り
げ
な
く
、
し

か
し
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
や
り
方
で
精
神
医
学
に
お
け
る
同
性
愛
に

対
す
る
見
解
の
再
解
釈
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙

稿
「
、
げ
。
日
。
。
。
Φ
×
ロ
Φ
一
．
．
の
導
入
と
そ
の
変
容
一
森
鴎
外
『
青
年
』
」
（
『
論

叢
ク
ィ
ア
』
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
九
月
、
五
七
－
七
五
頁
）
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
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岡
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－
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〇
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
く
ろ
い
わ
　
ゆ
う
い
ち
／
博
士
研
究
員
）
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